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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 薬物療法に括抗する難治化呼吸器疾患の治療対策の一

環としての理学療法のうち呼吸訓練の臨床導入には換気

generatorとしての呼吸筋，とくに最大の吸気筋である

横隔膜の病態生理学的特徴を抽出することが必須条件と

なる．そこで本研究では各種呼吸器疾患における横隔膜

機能をとくに換気様式の分析から検討し，異常換気様式

の病態生理学的背景因子を抽出するζとを目的とした。

 研究方法

 各種慢性呼吸器疾患32例，および健常例3例，計35例

について安静換気時における肋骨系気量変化量（4Vrc），

および腹壁系気量変化量（4Vab）をKONNOおよび

MEADの方法により分離測定し，これらを正常換気様式

群（4Vrc÷」Vab）， JVab優勢様式群（4Vrc＜∠Vab），

および4Vrc優勢様式群（JVrc＞」Vab）の3群に分類

し，これら3群について精密肺機能検査によって得られ

た肺内病変の病態生理学的パラメーターを解析して，こ

れら3群問にみる換気様式の背景因子を抽出した．

 成績と考按

 1） 正常換気様式群はいずれの肺機能検査パラメータ

ーについてもほぼ正常値範囲を示したことより，木群の

面内病変は少なくとも横隔膜機能に障害を招来しない軽

度病変であることが示唆された．

 2）腹壁霜気量変化優勢様式群での心機能検査では肺

気量低下，拡散機能低下，肺弾性収縮力増加および最大

吸気筋力増加傾向がみられ，身内病変の病態生理学的特

徴は肺硬化に伴う肺胞・毛細血管ブロックを示し，本群

の換気様式は主として肺気量低下に伴う横隔膜上昇が背

景因子として重要であることが示唆された．

 3） 肋骨系気量変化優勢様式群での肺機能検査では肺

気量増加，肺弾性収縮力低下および最大吸気筋力低下の

傾向がみられ，肺内病変の病態生理学的特徴は気道およ

び肺胞病変を主体とする閉塞性換気障害を示し，本群の

換気様式は主として肺気量増加に伴う構隔膜下降および

横隔膜筋力弱化が主因と考えられた．

 結論

 各種呼吸器疾患における換気様式を検討した結果，安

静換気時腹壁系気量変化優勢様式を示めす症例において

は，肺気量低下を伴ういわゆる肺胞・毛細管ブロック症

候を主徴とする拘束性肺疾患が主体をなし，一：方肋骨系

気量変化優勢様式を示す症例においては肺気量増加を伴

う閉塞性肺疾患が主体であることが示唆された．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は主として呼吸困難を主要症状とする各種呼吸器疾患における呼吸筋力を定箪的に評価する

方法を開発し，呼吸不全の予防対策として筋力強化を目標とする呼吸訓練法に理論的根拠を与えたも

ので，学術上価値あるものと認める．
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